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25年度中に完成する施設

○悠紀の里歴史文化伝承ゾーン

（地域交流センター六ツ美分館）

○宮崎学区市民ホーム

○市民病院新棟

○若松保育園

○矢作西小学校プール

ま
た
、
歳
出
で
は
藤
川
道
の
駅
、

翔
南
中
学
校
、
東
岡
崎
駅
第
一
期
工

事
の
終
了
に
よ
っ
て
、
普
通
建
築
費

の
減
額
が
あ
り
、
前
年
比
36
％
の

減
（
63
億
３
千
万
円
減
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
の

提
案
が
予
算
化

日
本
共
産
党
が
公
約
し
、
議
会
で

市
長
の
公
約
・
新
施
策
も

市
民
の
目
線
で
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク

よ
っ
て
一
部
有
料
化
に
な
る
な
ど
の
、
福
祉
の
後
退
部
分
も
あ
り
ま
す
。
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２
１
の
０
７
１
２

日
本
共
産
党
岡
崎
市
委
員
会

２
月
18
日
、
市
議
会
全
員
協
議

会
で
、
２
０
１
３
年
度
岡
崎
市
一
般

会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
予
算

の
概
要
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

自
主
財
源
と
な
る
、
市
税
収
入

は
、
個
人
法
人
と
も
に
の
び
、
前
年

比
５
．
８
％
増
（
15
億
円
増
）
の

２
７
８
億
９
千
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

内
田
市
長
が
公
約
し
た
ツ
イ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
（
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
計
画
）
の

た
め
の
基
礎
調
査
費
１
５
０
０
万
円

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
説
明
に
よ

れ
ば
、
殿
橋
と
明
大
橋
の
道
路
幅
を
広

げ
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
石
の
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
や
ベ
ン
チ
を
置
い
た
り
、
観

光
の
ス
ポ
ッ
ト
に
す
る
と
い
う
も
の
。

「
観
光
都
市
を
目
指
す
」
内
田
市
長

は
、
菅
生
曲
輪
が
発
掘
さ
れ
た
旧
岡
崎

公
園
グ
ラ
ン
ド
に
郭
を
復
元
す
る
た

め
の
調
査
検
討
費
用
１
４
０
０
万
円

も
盛
り
込
み
ま
し
た
。

昨
年
休
止
し
た
五
万
石
お
ど
り
・
み

こ
し
は
民
間
主
導
の
「
岡
崎
徳
川
五
万

石
祭
り
（
仮
称
）
」
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
市
の
補
助
金
を
２
４
０
０
万
円

（
昨
年
は
４
０
０
万
円
）
に
し
ま
す
。

廃
止
の
事
業
も

ま
た
、
毎
年
約
４
０
０
件
の
利
用
が

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
貸
し
出
し
は
廃
止
と
な

り
ま
す
。

議
会
を
改
革
し
て

市
民
の
声
と
ど
く
議
会
に

こ
れ
ら
の
市
長
の
施
策
を
、
市
民
の

目
線
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
チ
ェ
ッ
ク
す

何
度
も
と
り
あ
げ
て
き
た
こ
と
も

い
く
つ
か
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

●
私
立
高
校
生
授
業
料
補
助
金
の

復
活
（
た
だ
し
所
得
制
限
あ
り
）

●
子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
（
ヒ
ブ
、
子

宮
頸
ガ
ン
、
肺
炎
球
菌
）
接
種
の

無
料
化

●
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
へ
の
助
成

●
太
陽
光
発
電
補
助
増

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
増

設
●
五
万
石
お
ど
り
補
助
の
拡
大

●
小
学
校
ト
イ
レ
改
修

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
第
三
子

保
育
料
の
無
料
化
が
所
得
制
限
に

２０１３年度岡崎市予算

予算額 前年比

一般会計 1063 億 7000 万円 ▲４．８％

特別会計 578 億 5267 万円 ＋２．１％

企業会計 524 億 9519 万円 ＋９．０％

総額 2167 億 1786 万円 ＋０．１％

性質別歳出の主なもの（一般会計）

構成比

扶助費 253億1825万円 ２３．８％

人件費 205億2422万円 １９．３％

物件費 190億8924万円 １７．９％

普 通 建 設

事業
111億6765万円 １０．５％

補助費 105億9235万円 １０．０％

歳入の主なもの（一般会計）
構成比

市税 278 億 9168 万円 ４４．４％

譲与税

交付税
5２億 7899 万円 ５．０％

地方交付

税
15 億 5000 万円 １．５％

国庫

補助金
123 億 3350 万円 １１．６％

県

補助金
62 億 5538 万円 ５．９％

前年度

繰越 51 億 5728 万円 ４．８％

２
０
１
３
年
度
（
平
成
25
年
度
）

日
本
共
産
党
の
提
案
、一
定
の
前
進

る
の
が
議
会
の
役
割
で
す
。

２
月
28
日
か
ら
３
月
27
日
ま
で

行
わ
れ
る
市
議
会
で
、
日
本
共
産
党

岡
崎
市
議
団
は
「
市
民
の
目
線
」
で

調
査
を
行
い
、
皆
さ
ん
に
詳
細
を
お

伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

議
会
の
役
割
果
た
せ
る

か
？

県
下
最
悪
の
議
会
運
営

岡
崎
市
議
会
の
議
会
運
営
は
県

下
で
も
最
悪
で
す
。

３
月
議
会
は
、
委
員
会
に
質
問
時

間
制
限
を
設
け
る
な
ど
、
活
発
な
議

論
を
妨
げ
る
議
会
の
自
殺
行
為
と

も
言
え
る
議
会
運
営
が
続
い
て
い

ま
す
。

12
月
議
会
に
引
き
続
き
、
本
会

議
で
の
議
案
質
疑
を
す
べ
て
凍
結

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
市
民
か

ら
託
さ
れ
た
願
い
を
議
会
の
場
で

十
分
審
議
・
論
議
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
昨
年
11

月
に
こ
れ
ら
の
議
会
の
改
革
を
求

め
る
申
し
入
れ
を
議
長
に
対
し
て

行
い
ま
し
た
。

岡崎市

予算
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市
民
み
ん
な
が
祝
う
市
政
１
０
０
周
年
に

議
会
特
別
委
員
会
か
ら
（
き
ま
た
昭
子
） 

 
 
 
 

岡
崎
市
議
会
市
政
百
周
年
特
別

事
業
検
討
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト

岡
崎
市
議
会
は
、
25
年
度
の
特
別

委
員
会
を
２
つ
作
り
ま
し
た
。
そ
の

１
つ
が
「
１
０
０
周
年
」
特
別
委
員

会
で
き
ま
た
昭
子
市
議
が
副
委
員

長
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

合
併
を
重
ね
広
大
な
岡
崎

岡
崎
市
は
、
１
８
８
９
年
（
明
治

２
２
年
）
町
村
制
施
行
に
伴
っ
て
額

田
郡
30
町
村
を
合
併
を
て
岡
崎
町

が
発
足
し
ま
し
た
。

１
９
１
６
年
（
大
正
５
年
）
男
川

村
・
広
幡
町
等
を
編
入
し
て
岡
崎
市

の
市
政
施
行
と
な
り
、
さ
ら
に
昭
和

の
64
年
間
に
４
回
の
合
併
で
岩

津
・
福
岡
・
矢
作
・
六
ツ
美
町
等
を

編
入
し
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
２
０

０
３
年
（
平
成
15
年
）
中
核
市
と
な

り
、
２
０
０
６
年
（
平
成
18
年
）
に

は
額
田
町
を
編
入
合
併
し
市
域
も

３
８
７
平
方
キ
ロ
と
広
大
な
面
積

と
な
り
ま
し
た
。

岡
崎
市
は
、
２
０
１
６
年
（
平
成

28
年
）
市
制
施
行
１
０
０
周
年
を
迎

え
ま
す
。

同
特
別
委
員
会
で
は
、
１
０
０
周

年
を
多
く
の
市
民
が
「
祝
う
」
こ
と

の
で
き
る
も
の
と
す
る
た
め
に
今

年
度
は
10
ヶ
月
あ
ま
り
で
論
議
を

重
ね
て
い
き
ま

視
察
報
告 

 

鈴
木
ま
さ
子
市
議
）

ジ
ャ
ズ
の
街<

仙
台
市>

岡
崎
市
で
も
300
人
が
演
奏

岡
崎
市
で
は
、
内
田
修
ジ
ャ
ズ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
寄
贈
を
き
っ

か
け
に
「
岡
崎
を
ジ
ャ
ズ
の
街

に
」
と
い
う
動
き
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
現
在
11
月
の
市
民
祭
り
の

２
日
間
で
の
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト

は
第
７
回
目
を
数
え
、
昨
年
は
15

カ
所
で
の
べ
３
０
０
人
が
演
奏
し

ま
し
た
。

音
楽
が
市
民
に

根
付
い
て
い
る
仙
台

仙
台
市
の
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
一
人
の
音
楽

専
門
家
（
榊
原
光
裕
氏
）
が
、
「
本

来
、
音
楽
は
野
外
で
や
る
も
の
」
と

の
提
案
か
ら
、
地
元
商
店
街
の
人
た

ち
と
共
同
し
て
現
在
の
形
態
と
な

り
ま
し
た
。
１
９
９
１
年
に
第
一
回

仙
台
市
で
毎

年
秋
に
行
わ
れ

て
い
る
ジ
ャ
ズ

ス
ト
リ
ー
ト
は

市
役
所
前
の
定
禅
寺
通
り
や
勾
当

台
公
園
を
中
心
に
、
市
内
48
カ
所

に
ス
テ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
、
22
回

目
を
迎
え
た
昨
年
は
７
６
９
グ
ル

ー
プ
が
参
加
し
て
ジ
ャ
ズ
な
ど
の

演
奏
が
行
わ
れ
84
万
人
の
観
客
を

動
員
し
て
い
ま
す
。
市
か
ら
は
200

万
円
の
補
助
金
が
で
て
い
ま
す
が
、

毎
年
実
行
委
員
会
を
組
み
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
サ
ポ
ー
タ
ー
を
つ
の
り
、

カ
ン
パ
や
協
賛
金
を
集
め
る
な
ど

総
額
約
６
千
万
円
の
事
業
で
す
。

す
。

市
民
が
岡
崎
市
を
誇
り
に

思
え
る
事
業
に

み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を

お
よ
せ
く
だ
さ
い

委
員
会
の
意
見
で
は

○
内
外
に
岡
崎
市
を
位
置
づ
け
る
た

め
に
徳
川
家
康
の
生
誕
地
・
ジ
ャ
ズ

の
町
・
八
帖
み
そ
を
。

○
100
周
年
の
節
目
に
立
ち
会
え
る
市

民
、
次
世
代
の
こ
ど
も
た
ち
。
市
民

が
主
役
・
市
民
総
参
加
の
事
業
を
。

○
全
市
域
で
実
行
委
員
会
を
作
っ
て

な
に
を
や
る
か
き
め
る
。

○
一
過
性
の
も
の
で
な
く

○
各
界
各
層
が
参
加
で
き
る
も
の

○
市
民
の
意
見
を
募
集
す
る

な
ど
で
す
。

70
周
年
記
念
の
葵
博
な
ど
一
過
性

の
イ
ベ
ン
ト
や
「
何
々
記
念
」
を
冠

に
し
た
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

党
市
議
団
は
、
１
０
０
周
年
に
あ
た

っ
て
市
民
が
岡
崎
市
を
誇
り
に
思

い
、
岡
崎
市
の
歴
史
を
実
感
で
き
る

よ
う
、
広
く
市
民
公
募
で
事
業
企
画

な
ど
を
２
０
１
６
年
ま
で
作
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
岡

崎
民
報
を
お
読
み
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
是
非
お
寄
せ
下
さ
い
。

目
が
開
催
さ
れ
、
当
時
の
２
５
グ
ル

ー
プ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

鈴
木
ま
さ
子
市
議
は
、
仙
台
市
職

員
に
「
市
民
の
中
に
音
楽
が
根
付
い

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
」
と
質
問
し
た

と
こ
ろ
、
「
仙
台
市
に
は
も
と
も
と

仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
抱
え

て
い
る
歴
史
が
あ
る
」
と
応
え
ら
れ

ま
し
た
。

音
楽
は
平
和
の
象
徴

岡
崎
で
も
、
市
民
の
手
で
「
岡
崎

を
ジ
ャ
ズ
の
街
に
」
と
い
う
動
き
が

広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
専
門
家
の

力
を
借
り
な
が
ら
、
岡
崎
市
を
市
民

の
力
で
平
和
の
象
徴
で
あ
る
音
楽

で
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
て
い
け
れ

ば
、
と
感
じ
ま
し
た
。

ママの願い届く政治を
         党県くらし環境部長

         もとむら伸子
「どんな日本にしたい？」１月

25日、小さい子供を持つママ

さんたちと懇談しました。０歳～5 歳の子どもたち

も参加したわきあいあいで楽しいこの集いは、名

東区の共産党女性後援会の企画です。

「子どもが将来まともな仕事、幸せにくらせる社

会にしたい」「やっぱり戦争のない日本と世界にし

たい」「高齢になっても安心して暮らせ、子どもた

ちがあこがれるような社会にしたい」「原発のない

未来」などの声。

ママたちの願いを阻むモノは何か、一緒に考え

ました。

若者の 2 人に 1 人が非正規雇用で、年収 200

万円以下のワーキングプアは 1069 万人に増え

ています。歴代政権が財界言いなりに“働くルー

ル”を壊して来たからです。

安倍政権の元で、むだな大型開発など大企業

優遇の政治がすすみ、安心できる老後も奪われ

ようとしています。

アメリカいいなりの政治によって、日本はイラク

戦争に荷担し、今、憲法 9 条が変えられようとし

ています。

財界・アメリカ言いなりの政治を変え、ママさん

たちや国民の皆さんの願いがまっすぐ届く政治を

なんとして実現したいと思います。

各地の集いに参加したかわいい子どもたちの笑

顔からがんばる勇気と元気をもらっています。


